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事を網掛けして表示しているが、東アジアの伝道にかかわる動きがしばしばまとめて掲載されるため、その前の記事には中国伝道 関するものがことのほか多いことも付言してお たい。たとえば一九一三年六月号の「神の国の進展」の直前には、孫文に洗礼を施した牧師ヘイガーの非常に興味深い孫文評が見 るし、同年一一には「中 と日本における教会」と題 合同ミッション会議の報告が載っている。
Spirit of M
issions が、立教
学院のみならず東アジア伝道に関する貴重な資料の宝庫であることを改めて思わされ 。　
現在立教学院史資料センターが大江氏を中心に編みつ
つあるこのプロジェクトと同様の試みが、中国で行われているという話は寡聞にして聞かないが、上海の聖約翰大学（
St.Johnʼs U
niversity ）をはじめとする米国聖公会
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Column  新刊レビュー
系のミッションスクール（教会大学）研究は極めて盛んであり、もちろん
Spirit of M
issions も用いられている。
ここに収められている日中双方の資料をつき合わせれば、さらに豊かな東アジア伝道の姿が鮮明に浮かび上がってくることであろう。
